
「規律（凡事徹底・ぼんじてってい）」とは・・・ 
 ◎ あいさつは、自分から、相手の目を見て大きな声で。
朝の会、帰りの会、授業の始めと終わりなど、意識して
取り組もう。 

 ◎ 掃除や奉仕活動に協力して取り組もう。 
 ◎ 時間、提出物、宿題など決められたことはきちんと守
ろう。 

「感謝（思いやり）」とは・・・ 
 ◎ いじめをなくし、すぐそばで困っている人に、勇気をも
って手をさしのべよう。 

 ◎ 一人一人の友達、家族、先生方、地域の方、自分自
身を大切にしよう。 

 ◎ 友達のいろいろな考えを認め合おう。 
 ◎ 人に優しくできる人こそ、本当の意味で「強い人」だ
ということを学ぼう。 

「情熱（一生懸命・自ら動く）」とは・・・ 

 ◎ 一時間一時間の授業を大切に受けよう。 

 ◎ 尾倉中学校の生徒のプライドをもち、学校行事や部

活動、生徒会活動に一生懸命取り組もう。 

 ◎ 一生懸命に取り組む姿が、「人を感動」させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾倉中学校には、「豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生徒の育成～みんなで考え、

みんなで取り組み、みんなでつくる尾倉中学校」という学校目標があります。この目標を生徒の皆

さんが分かりやすく実践するために、昨年度「規律」「感謝」「情熱」という３つのスローガンをつく

りました。簡単に言うと、「当たり前のことを大切にし、友達を認め合い、何事にも進んで一生懸命

取り組む」ということです。尾倉中学校の生徒は心優しく、何にでも努力できる生徒だと思っていま

す。ぜひ、今年も、このスローガンを胸に今まで以上に大きく成長し、先生方と生徒みなさんで北九

州№１の学校を目指していきましょう。（この内容は昨年度学校通信№３にも掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【自動車用品チェーン大手のイエローハット創業者 鍵山秀三郎氏】 

「才能のない私自身がこの世の中を渡っていくためには、悪いことをするか、あるいは、徹底して平

凡なことをきちっとやっていくかのどちらかしかありませんでした」  

➡ 朝起きたら布団をたたむ、くつを揃える、家の前を掃くなど日常の生活でのちょっとしたことをき

ちっとやる。 そして、会社のトイレ・道路などの掃除は４年に渡ってやり続けました。掃除ひとつに

も心を込め、人に喜ばれることを徹底したといいます。 

●【メジャーリーガー イチロー氏】 

「小さいことを重ねることが、とんでもない所に行くただひとつの道だ」 

➡ 高校時代、イチローは練習時間外で行う10分間の素振りを毎日の日課にし

ていたそうです。正直な話、一日だけなら10分の素振りなんてだれでもできる

レベルの凡事です。しかし、それを365日毎日続けられるか？と聞かれると答え

に窮します。練習がきつかった日や体調の悪い日でもやらなきゃいけないわけ

です。視点を逆にすれば、天才にして努力家であるイチローでさえ継続の可能

性を考慮すると、一日10分の素振りしかできないと考えられます。 

●【オーストリア出身の精神科医心理学者 アルフレッド・アドラー】 

「『よくできたね』と褒めるのではなく、『ありがとう、助かったよ』と感謝を伝える」 

➡ 小さい頃から病弱だったアドラーは自然と医師を目指し、のちにフロイトとともに精神分析をし

始めたことで心理学の基礎を築きました。この名言は良好な人間関係を築く上で、とても重要な

ことを教えてくれています。相手の行動を褒めるよりも、してもらったことに対する感謝の気持ち

を伝えることで、相手はより心が満たされるということです。いつも「I（自分）メッセージ」（相手

がしたことで自分がどう感じたか）を伝えるようにしましょう。 

●【日本の実業家・京セラ・第二電電創業者 稲盛 和夫】 

「強い熱意と情熱に支えられた努力を続ければ、今日不可能なことも明日は実現できる」 

➡ 成果を出すためにも、結果を出すためにも“情熱”は大きなキーワードだと

思います。「情熱は足りているか？」これは、サッカー元日本代表の本田圭祐

選手が何かうまく行かない時に必ず自分に投げかける言葉だそうです。情熱

を灯し、どんな課題や目標も突破していきましょう。 

「人生とはその「今日一日」の積み重ね、「いま」の連続にほかなりません」 

➡ 変化に順応する柔軟性を絶やさず、前向きに進んでいくにはまさに今日一

日の積み重ねが土台になります。先行きが不透明な日々に悲観しすぎることなく、小さくても地

道でも、今できることに一つ一つ取り組んでいけば、やがて大きな集大成になると信じて学校生

活や行事を頑張りましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

令和４年度 尾倉中 学校生活スローガン！ 
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情
熱 【学校通信発行ナンバーについて】➡学校通信のナンバーについては、私が赴任してからの

通し番号としています。本年度は№１３６から始まっています。よろしくお願いいたします。 

著名人が残した「規律」「感謝」「情熱」に関する言葉を紹介します 


